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1いても、どこけて、きさや,でもお“観(コミユニテイ・ベアレント)に事ろう。
2六 人がまえていることを'近 に8じてもらむう。
0どの子も自分ど受け入れられていると東8できSrlさヽを口わりを大切にしよう。
4そ 0子 にあつたものをして、そ070mtAこ と受けとめよう。
5に せて持つ力を大人はやとう。
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、oキーワードは F青少年の主体性』

「=は 性Jっ て何のこと' →

だって お 父さんやお母さんが

なんでも決めてくれるし

自分で書え l」Bjし そ のお票をきちんと自分自身で受け

とめる力のこと い わピ

「自分ガ自分の人生の主人公になる J
ということです

子どもたちのために

ロロロロロロ) よ かれと思って

●汚少年の地域活動の機会を支援する

0教員の人脈や巴頼関係を活用する

0担蝦をほ顕して任せる

うの子どもたちに足りをしヽといわれているね

君たちは 自 分のことを自分てきえて決めたり

行コできるかい?

やつてくれるよ。案ていいよね やっていた内だけれど

●自分でをえて 納 紀して0に かをやり逮けることは 自

分らしく生きていくためにはとても大切なことによ

0今 の北宏は い ろいうな情電町あふれているし こ れか

らは 自 ,の ■にでコ択しなけれはならないことがとて

も多くなるよ

0結 局は自分が自分の人生の主人公なんたから 自分の

人生を案しく■かにするのは自分にしあてきないんた

でも う よくいかなかったら

どうしよう

咲敗したら陀られるんじやないかな。

:  ● 学校とは違うものさして子どもを騨価する
:  ● せ代を超えて親自身が活動を葉しむ

:  ● 大人にはない子どもの知路や績術などを

:   陣 価 支 援する
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:  ● 遅段感や薄足感 社会の役に立つことを実Bすることが自はや恵欲の向上につながる

:  0さ まざまな人との四わりを通して社会人としての自出と貫任を獲をする

:  0日 精で網られなくなつたものを非日蔦体験から学ぷ

な ど

脅少年の体験 ・地田活動を支えるために

いういうな体験や落的をすることが 子

どもたち自身の力になつて行くんたよ

大六も で きるだけ子どもたちににせる

ようにしてみよう

4Eみ良ねが大,た から 「子どもたち閉I

もできないJと いうのは 大 人にも原因

″あるね

失敗から彗ぶこともたくさん

あるんだよ 大 人は モの宍取を
■めないで 子 ともたちの成長に

つを炉るように応換してあ|すな

くちやね

モど



●子ども会 少年団体活動 (小―イスカウト ガ ールスカウトなど)

少年団.

●高校生ま 」RC(百 少年赤十字)

スポーツ   :

●太亜 お 鴎子など環りや伝協芸能の保吉室                    :

●ボランテイア活コや地域イベントヘの0画   な ど                :
!

言少年が■つために大切にしたいこと

◆大人との出念い ふ れあい汀あること

◆ 「日Jや 「績Jと の出書いがあること

●身近にあこがれ 目 標 モ 7~lレがあること

◆自己の■能性と出会うこと

◆楽しい対象を持つこと

,自 分を窮れる掘があること

◆任されること

◆自分にBり を持つこと

◆自分たちが銚職し日造する堀面があること

●栞り超えるハードル汀あること

●小さなきっかけづくりを大切にすること

●特授や臨業の旧性を活かすこと

◆■少年の気持ちをそのまま受け入れること

●寝農を共にする閥わりを持つこと

◆意見を専Bし任せること

●―埼に楽しむこと

◆き素よリイテ動で示すこと         Ч
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:  ●汚少年に関する情報の収負 無供

:  0人 材百慮 発掘
:  ●活動の場の日出 提供

:  ●ネットワークづくり

■少年や地報が主体的に取り組む活動を支据する

:  ● 住民の活力を引き出す仕組みづくり な ど
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◆ノヽイクの泰り方 ル ールと楽しさを伝えるハーレーおじさん

◆祭りの伝統を伝えるお祭り人間

◆勉奎の遅れている子どものために関わる補轡親

◆コミや環境問題 リ サイクルを一結に考える自然派人間

◆いのちと介護の大tr」さを伝える熱練のヘリレベー

◆職業を通して関わる仕事親 商 売親 (てきればCOと 小さな従弟関係)

◆自らの夢を生き 輝 いている地域親

趨鈴□えばこんな地宮観q″
◆子どもたちの気持ちを聴くことがうまい聴き上手

◆特技を通して関わるスポーツ 芸 術 マ ジツク 手 品

ノヽソコン 発 明の達人

「自分一人くらい…」とか 「推かがやれば…」と考えるのは

自分だけではありません。

大きなことを一つするより、」ヽさな関わりが子どもたちのそぼに

たくさんあることが大切です。

特別なことは必要ありません。自分にできることを通して

子どもたちと関わつてみましょう。

うなたなら、どんな地域親になれますか?

この報告書では 地 域で活動している17の団体の活動紹介や■炒年にとつての体験

ボランティア 地域活Btを支える家族や学校などについて配磁しています。

全文はインターネットでも御貰にな釈ますので ぜ ひお競みになつてください。

●茨城県知事公ヨ女性言少年課ホームベージア ドレス

httPi//H、、 PreF ibaraki jP/buk)oku/bugai
/jo、ci/)oung/s―singitai/singikaihouko【usho htnl

旨さ/tO御 意見もぜひお□かせ ください

御意見 感 想 お 間い台わせは下記までお願いします。

●茨l■県知事公室女性高少年課 〒 3108555 水 戸市笠原町0フ86

TEL/029‐ 301‐2133 FAX/029‐ 301‐2189
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